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漢方薬を処方する際に注意を要する疾患

日常診療能力を高めるための漢方活用術ヽt酎，9···

構成生薬別一覧表 -
渡辺賢治

慶應義塾大学環境情報学部／医学部漢方医学センター 教授

生
注意を要する代表的処方 予想される症状 使用上の注意薬 疾患・病態

①麻黄を含むエキス製剤を 2種類以＿
高血圧 血圧上昇 する場合には，麻黄の過量投与i,

（例：小青竜湯と麻杏甘石湯との
小青竜湯と神秘湯の合方）

甲状腺機能充進症 交感神経興奮作用 ②交感神経興奮様作用を有する交恩
作動性薬とは相乗作用があるので1·
る際は注意しなくてはならない (15
ノアミン酸化酵素（MAO) 阻害薬，

前立腺肥大 尿閉 状腺薬， カテコールアミン製剤， ゴ
えっびかじゅつとう チン系薬剤，エフェドリン類含有急
越婢加乖湯

③ジギタリス強心配糖体と併用する均まおうとう

麻黄湯
慢性胃炎 胃もたれ・食欲不振

は， ジギタリス中毒を増強し，心号かっこんとう

整脈の危険性が高まる葛根湯
麻・ 麻まき杏ょう甘かんせ石き湯とう ④ a 遮断薬あるいは B遮断薬と併用す
黄g しんびとう 合には，相互に作用が減弱する ii 
神秘湯 の抗狭心症作用を減弱する小しょうせ青いり竜●う湯とう

⑤中枢神経剌激薬と併用する場合にに
麻まお黄う附ぷ子し細さい辛しん湯とう 経過敏あるいは易刺激性が増強され

⑥副腎皮質ホルモンの代謝が促進されて
用が減弱する可能性がある

不整脈 不整脈誘発・悪化 ⑦尿をアルカリ化する薬剤（制酸薬，
脱水素酵素阻害薬など）は，エフェ
ンの尿細管排泄を減少させるため
フエドリン作用が増強する場合があ

⑧胃内pH を高める薬剤（H2 ブロッ；
制酸薬など）により胃内がpH高がま上昇
と，エフェドリンの吸収 る可
がある

①甘草はエキス製剤の 70％に含まれ
しゃ〈やくかんぞうとう るため， 2種類以上併用する場合（
芍薬甘草湯

高齢者 浮腫高血圧， 甘草の過量投与に注意（例：芍薬甘はんげしゃ し§ と う

甘文 半夏溶心湯 下薬服用者 低カリウム血症 と＋じゅう味み敗はい毒とく湯とうなど）
小青竜湯 アルドステロン症の患者 横紋筋融解症

草； にんじんと‘’ う ミオパチーのある患者 低カリウム血性ミオパチー ②西洋薬（グリチルリチン酸製剤およ人参湯
低カリウム血症のある患者 （知覚障害，四肢麻痺） の塩類を含有する薬剤）との併:、―用ｮ しやかんぞうとう

灸甘草湯 （例：ロ強ン加R なオミノファーゲンシ
リチ ど，ループ利尿薬，サ
ザイド系利尿薬）

罪韮胡偏
黄g

大だい柴さい胡こ湯とう

高齢者 間質性肺炎 小柴胡湯による間質性肺炎は有畠意
半夏濡心湯 がその原因が黄苓であるという

太ご おうれんけどくとう 慢性閉塞性肺疾患（COPD) 肝機能障害 い．副作用報告に目を向けて，注つぅ
黄連解毒湯 である
お乙つ字じ湯とう
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過量投与による附子中毒

高血圧

附子中毒（初期：酔い，の
ぽせ， しびれ感，灼熱感，

心悸冗進 中期：流涎附子中毒を起こすアルカロイド量はコント
舌の強直，悪寒冷汗ロールされており，製剤の通常屋ではとく
悪心，嘔吐，口渇胃痛：に使用上の心配はない．附子製剤を加えて
腹痛起立不能下痢．使うときには量を少量から始めるなどの注
末期：四肢阪冷，チアノ―意が必要である
ゼ，瞳孔散大，体温低下，
血圧低下，喘鳴意識混濁
不整脈呼吸緩慢，麻痺）

血圧上昇 1附子剤中止で可逆性

経
す
モ
甲
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）
に
不
場
薬
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.. 

抗
サ
剤
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性
る
酸
る

だいおうかんぞうとう

大黄甘草湯
とうかくしょうきとう

大召桃核承気湯
じゅんちょうとう

潤腸湯 ！下痢
黄りましにんがん
麻子仁丸
けいしかい（やくだいおうとう

桂枝加芍薬大黄湯
しもつとう

四物湯
八味地黄丸

地じ牛車腎気丸
しちもつこうかとう ！胃 炎

黄g七物降下湯
じゅうぜんたいほとう

＋全大補湯
うんせいいん

温清飲

桂し｛桂皮湯
I桂皮加芍薬湯 ！アレルギー体質

皮ひ葛根湯

下痢，腹痛 大黄の入った漢方薬は，蜃・飲むタイミン
骨盤内っつ血 グを自分で調節するように指示する

胃もたれ・食欲不振，嘔
気嘔吐，胃痛，腹痛' |薬剤中止により症状は取れる
下痢など

桂皮以外にも漠方製剤で薬疹の出現することは

じんま疹 I あり，時間的因果関係に注意して，薬疹を疑っ
た場合には中止して様子をみる必要がある
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